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(57)【要約】
【課題】色素含有粘着剤層における色素の劣化が抑制さ
れた耐久性に優れる光学フィルタを提供すること。
【解決手段】画像表示装置における画像表示部の前面側
に配置される光学フィルタ１であって、色調補正色素お
よび近赤外線吸収色素から選ばれる少なくとも一方の色
素、光安定剤、ならびに紫外線吸収剤を含有する色素含
有粘着剤層３と、前記色素含有粘着剤層３の前面側に配
置される紫外線吸収剤を含有する紫外線吸収層７とを有
するもの。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像表示装置における画像表示部の前面側に配置される光学フィルタであって、
　色調補正色素および近赤外線吸収色素から選ばれる少なくとも一方の色素、光安定剤、
ならびに紫外線吸収剤を含有する色素含有粘着剤層と、
　前記色素含有粘着剤層の前面側に配置される紫外線吸収剤を含有する紫外線吸収層と
　を有することを特徴とする光学フィルタ。
【請求項２】
　画像表示装置における画像表示部の前面側に配置される光学フィルタであって、
　透光性領域および暗色部を有するとともに前記透光性領域および暗色部の少なくとも一
方が紫外線硬化性樹脂および光重合開始剤を含有する組成物の硬化物からなるコントラス
ト向上層と、
　前記コントラスト向上層の前面側に前記コントラスト向上層と接触して配置され、色調
補正色素および近赤外線吸収色素から選ばれる少なくとも一方の色素、光安定剤、ならび
に紫外線吸収剤を含有する色素含有粘着剤層と、
　前記色素含有粘着剤層の前面側に配置される紫外線吸収剤を含有する紫外線吸収層と
　を有することを特徴とする光学フィルタ。
【請求項３】
　前記光安定剤は、ジチオール錯体系の光安定剤であることを特徴とする請求項１または
２記載の光学フィルタ。
【請求項４】
　前記色素含有粘着剤層の前面側に紫外線吸収剤を含有する樹脂フィルムを有し、前記紫
外線吸収剤を含有する樹脂フィルムが前記紫外線吸収層を兼ねることを特徴とする請求項
１乃至３のいずれか１項記載の光学フィルタ。
【請求項５】
　前記色素含有粘着剤層の前面側に、紫外線吸収剤を含有する樹脂フィルム上に反射防止
層が形成された紫外線吸収反射防止フィルムを有し、前記紫外線吸収剤を含有する樹脂フ
ィルムが前記紫外線吸収層を兼ねることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項記載
の光学フィルタ。
【請求項６】
　画像表示部の前面側に光学フィルタが配置された画像表示装置であって、
　前記光学フィルタが請求項１乃至５のいずれか１項記載の光学フィルタであることを特
徴とする画像表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像表示装置における画像表示部の前面側に配置される光学フィルタ、およ
びこれを用いた画像表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　プラズマディスプレイパネルからは、可視光とともに近赤外線が放射されている。近赤
外線は、家庭用テレビ、クーラー、ビデオデッキ等の家電製品用の近赤外線リモコン、そ
の他の通信機器に利用されており、プラズマディスプレイパネルからの近赤外線によりこ
れらの機器が誤作動することがある。このため、プラズマディスプレイパネルの前面側（
視認側）に近赤外線吸収フィルムを有する光学フィルタを設置し、例えば８５０～１１０
０ｎｍの近赤外線の透過率を２０％以下としている。
【０００３】
　近赤外線吸収フィルムは、一般に樹脂フィルム中に近赤外線吸収色素を含有させたもの
であり、反射防止フィルムや電磁波遮蔽フィルム等の機能フィルムとともにガラス板等の
透明基板上に貼着されて光学フィルタを構成している。しかし、このような光学フィルタ
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については、近赤外線吸収フィルムに加えて、これを貼着するための粘着剤層を別に設け
る必要があり、必ずしも生産性に優れない。
【０００４】
　そこで、近赤外線吸収フィルムを省略するために、粘着剤層中に近赤外線吸収色素を含
有させることが提案されている。近赤外線吸収色素としては、例えばフタロシアニン系、
ジイモニウム系、ポリメチン系、金属錯体系、スクアリウム系、シアニン系、インドアニ
リン系等の各種色素が挙げられる。しかし、このような近赤外線吸収色素は必ずしも耐光
性に優れず、光学フィルタの耐久性が低下しやすい。
【０００５】
　光学フィルタの耐光性を向上させるために、例えば粘着剤層中に紫外線吸収剤を含有さ
せることや、粘着剤層が形成される基材となるフィルムを紫外線吸収フィルムとすること
が知られている（例えば、特許文献１参照）。しかし、紫外線吸収剤を含有させるだけ、
または紫外線吸収フィルムを設けるだけでは、必ずしも十分な耐光性を得ることができな
い。
【０００６】
　また、近年、光学フィルタへの外光の写り込みによるコントラストの低下を抑制するた
めに、透光性領域と暗色部とを有するマイクロルーバ層とも呼ばれるコントラスト向上層
を設けることが検討されている。例えば、透光性領域は、樹脂フィルム等の透明支持体上
に水平方向に延びるように、かつ断面形状が略台形状等となるように互いに溝部を介して
複数形成され、暗色部は各透光性領域間に形成される溝部を埋めるように形成され、一般
に生産性等の観点からこれらは紫外線硬化性樹脂からなる（例えば、特許文献２参照）。
【０００７】
　しかし、紫外線硬化性樹脂を用いる場合、この紫外線硬化性樹脂を硬化させるためのラ
ジカル等を発生させる光重合開始剤が併用され、これが硬化物中に残存する。このため、
例えば光学フィルタの使用時に外光、具体的には紫外線が照射されたときに、ラジカル等
が発生する。コントラスト向上層に粘着剤層が接触して配置される場合、コントラスト向
上層で発生したラジカル等により粘着剤層中の近赤外線吸収色素が劣化する。粘着剤層中
に色調補正色素が含有される場合についても同様の問題が発生する。
【０００８】
　コントラスト向上層と粘着剤層との位置関係を変更し、コントラスト向上層に粘着剤層
が接触しない構造とすることも考えられる。しかし、通常、透光性領域の表面の高さに比
べてこれらの間の溝部に形成される暗色部の表面の高さは低くなり、コントラスト向上層
の表面には凹凸が発生することから、コントラスト向上層の表面に粘着剤層を接触するよ
うに配置しないと視認性が低下しやすい。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】国際公開第２００６／０９０７０５号パンフレット
【特許文献２】特開２００６－１７８０９２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明は上記課題を解決するためになされたものであって、粘着剤層中の色素の劣化が
抑制された耐久性に優れる光学フィルタを提供することを目的としている。また、本発明
は、このような光学フィルタを用いた画像表示装置を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の光学フィルタは、画像表示装置における画像表示部の前面側に配置されるもの
であって、色調補正色素および近赤外線吸収色素から選ばれる少なくとも一方の色素、光
安定剤、ならびに紫外線吸収剤を含有する色素含有粘着剤層と、前記色素含有粘着剤層の
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前面側に配置される紫外線吸収剤を含有する紫外線吸収層とを有することを特徴とする。
【００１２】
　本発明の他の光学フィルタは、画像表示装置における画像表示部の前面側に配置される
光学フィルタであって、透光性領域および暗色部を有するとともに前記透光性領域および
暗色部の少なくとも一方が紫外線硬化性樹脂および光重合開始剤を含有する組成物の硬化
物からなるコントラスト向上層と、前記コントラスト向上層の前面側に前記コントラスト
向上層と接触して配置され、色調補正色素および近赤外線吸収色素から選ばれる少なくと
も一方の色素、光安定剤、ならびに紫外線吸収剤を含有する色素含有粘着剤層と、前記色
素含有粘着剤層の前面側に配置される紫外線吸収剤を含有する紫外線吸収層とを有するこ
とを特徴とする。
【００１３】
　本発明の画像表示装置は、画像表示部の前面側に光学フィルタが配置された画像表示装
置であって、前記光学フィルタが上記した本発明の光学フィルタであることを特徴とする
。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明の光学フィルタによれば、色調補正色素および近赤外線吸収色素から選ばれる少
なくとも一方の色素を含有する色素含有粘着剤層中に光安定剤および紫外線吸収剤を含有
させるとともに、色素含有粘着剤層の前面側に紫外線吸収剤を含有する紫外線吸収層を配
置することで、色素含有粘着剤層中の色素の劣化を効果的に抑制できる。
【００１５】
　特に、透光性領域および暗色部を有するとともに、これらの少なくとも一方が紫外線硬
化性樹脂および光重合開始剤を含有する組成物の硬化物からなるコントラスト向上層を備
え、このコントラスト向上層の前面側に色素含有粘着剤層が接触して配置されるものにお
いて、色素含有粘着剤層中の色素の劣化を効果的に抑制できる。
【００１６】
　本発明の画像表示装置によれば、上記した色素含有粘着剤層における色素の劣化が抑制
された光学フィルタを用いることで、耐久性を向上できる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の光学フィルタの一例を示す断面図。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本発明の実施の形態について詳細に説明する。
　図１は、本発明の光学フィルタの一例を示す断面図である。
【００１９】
　光学フィルタ１は、画像表示装置における画像表示部の前面側、すなわち観察者側に配
置されるものであって、例えば、画像表示部側から順に、コントラスト向上フィルム２、
色素含有粘着剤層３、および紫外線吸収反射防止フィルム４を有する。
【００２０】
　コントラスト向上フィルム２は、外光によるコントラストの低下を抑制するために設け
られるものであり、例えば、透明支持体５の前面側にコントラスト向上層６を有するもの
である。なお、本発明の光学フィルタ１については、コントラスト向上フィルム２（コン
トラスト向上層６）が設けられていることが好ましいが、必ずしもコントラスト向上フィ
ルム２（コントラスト向上層６）が設けられている必要はない。
【００２１】
　コントラスト向上層６は、水平方向に延び、かつ互いに平行に配置される複数の透光性
領域６ａと、これら透光性領域６ａ間に配置される暗色部６ｂとを有する。暗色部６ｂは
、暗色粒子を含有するものであり、その断面形状は、略台形状の他、正方形状や長方形状
、三角形状等であってもよい。透光性領域６ａおよび暗色部６ｂは、少なくとも一方が紫
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外線硬化性樹脂および光重合開始剤を含有する組成物の硬化物からなることが好ましい。
【００２２】
　このようなコントラスト向上フィルム２（コントラスト向上層６）によれば、暗色粒子
を含有する暗色部６ｂによって外光を吸収して表示画像のコントラストを向上させること
ができ、また透光性領域６ａには暗色粒子が含有されないことから光透過性が低下せず、
表示画像が暗くなることによる視認性の低下を抑制できる。
【００２３】
　紫外線吸収反射防止フィルム４は、紫外線吸収機能と反射防止機能とを有するものであ
り、本発明の光学フィルタ１では、特に色素含有粘着剤層３における色素の劣化を抑制す
るために設けられる。紫外線吸収反射防止フィルム４は、例えば、紫外線吸収フィルム７
の前面側に反射防止層８を有するものである。ここで、紫外線吸収フィルム７が、本発明
における紫外線吸収剤を含有する紫外線吸収層に該当する。
【００２４】
　本発明の光学フィルタ１については、少なくとも色素含有粘着剤層３の前面側に紫外線
吸収層が配置される必要があるが、色素含有粘着剤層３と紫外線吸収層とは必ずしも接触
している必要はない。また、本発明の光学フィルタ１については、反射防止層８が設けら
れることが好ましいが、必ずしも反射防止層８が設けられていなくてもよい。
【００２５】
　コントラスト向上フィルム２と紫外線吸収反射防止フィルム４とは、色素含有粘着剤層
３によって貼り合わされる。色素含有粘着剤層３は、色調補正色素および近赤外線吸収色
素から選ばれる少なくとも一方の色素を含有するとともに、光安定剤および紫外線吸収剤
を含有するものである。
【００２６】
　本発明の光学フィルタ１によれば、色調補正色素および近赤外線吸収色素から選ばれる
少なくとも一方の色素を含有する色素含有粘着剤層３に光安定剤および紫外線吸収剤を含
有させるとともに、色素含有粘着剤層３の前面側に紫外線吸収層を配置することで、色素
含有粘着剤層３に含有される色素の劣化を抑制できる。特に、紫外線硬化性樹脂および光
重合開始剤を含有する組成物の硬化物を少なくとも一部に含むコントラスト向上層６を有
し、このコントラスト向上層６に色素含有粘着剤層３が接触するために該色素含有粘着剤
層３における色素が劣化しやすいものにおいて、色素の劣化を効果的に抑制できる。
【００２７】
　コントラスト向上フィルム２における透明支持体５としては、透明性を有するものであ
れば特に限定されるものではなく、例えば、ガラス、樹脂材料等からなるフィルム状また
は板状のものが挙げられる。例えば、樹脂材料として、ポリエチレンテレフタレート（Ｐ
ＥＴ）、ポリブチレンテレフタレート（ＰＢＴ）等のポリエステル、ポリエチレン、ポリ
プロピレン等のポリオレフィン、ポリメチルメタクリレート（ＰＭＭＡ）等のポリアクリ
レート、ポリカーボネート（ＰＣ）、ポリスチレン、トリアセテート、ポリビニルアルコ
ール、ポリ塩化ビニル、ポリ塩化ビニリデン、エチレン－酢酸ビニル共重合体、ポリビニ
ルブチラール、ポリウレタン、セロファン等が挙げられる。透明支持体５の厚さは、１０
～２００μｍが好ましく、５０～１５０μｍがより好ましい。
【００２８】
　コントラスト向上層６における透光性領域６ａの構成材料は、暗色部６ｂを形成するた
めの溝部を形成しやすく、軽量で薄くすることができ、可撓性にも優れることから樹脂材
料が好ましく、例えば、電離放射線硬化性樹脂の硬化物、熱硬化性樹脂の硬化物、熱可塑
性樹脂等の樹脂材料が挙げられる。なお、本発明の光学フィルタ１においては、透光性領
域６ａおよび暗色部６ｂのうち少なくとも一方の樹脂材料を紫外線硬化性樹脂、特にラジ
カル重合性官能基を有するプレポリマーやモノマーとし、光重合開始剤、特にラジカルを
発生するものを併用することが好ましい。
【００２９】
　電離放射線硬化性樹脂とは、電磁波または荷電粒子線、例えば紫外線または電子線等を
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照射することにより、架橋または重合反応にて硬化する樹脂を意味する。このような電離
放射線硬化性樹脂としては、例えば電離放射線重合性プレポリマーおよび／または電離放
射線重合性モノマーが挙げられる。
【００３０】
　電離放射線重合性プレポリマー（オリゴマーも包含する）としては、例えばポリエステ
ル（メタ）アクリレート系、エポキシ（メタ）アクリレート系、ウレタン（メタ）アクリ
レート系、ポリオール（メタ）アクリレート系、シリコン（メタ）アクリレート、不飽和
ポリエステル系等の分子中にラジカル重合性官能基を有する重合性プレポリマー、あるい
はノボラック系型エポキシ樹脂プレポリマー、芳香族ビニルエーテル系樹脂プレポリマー
等のエポキシ系樹脂等の分子中にカチオン重合性官能基を有する重合性プレポリマー等が
挙げられる。これらの電離放射線重合性プレポリマーは、１種単独で、または２種以上を
組み合わせて用いてもよい。なお、ここで、「（メタ）アクリレート」とは「アクリレー
トまたはメタクリレート」を意味する。
【００３１】
　また、電離放射線重合性モノマー（単量体）としては、分子中にラジカル重合性官能基
を有する重合性モノマーである多官能性（メタ）アクリレートが好ましく、具体的にはエ
チレングリコールジ（メタ）アクリレート、プロピレングリコールジ（メタ）アクリレー
ト、トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールペンタ
（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサ（メタ）アクリレート、カプロラ
クトン変性ジペンタエリスリトールヘキサ（メタ）アクリレート等が挙げられる。カチオ
ン重合性官能基を有するモノマーとしては、例えば、３，４－エポキシシクロへキセニル
メチル－３’，４’－エポキシシクロへキセンカルボキシレート等の脂環式エポキシド類
、ビスフェノールＡジグリシジルエーテル等グリシジルエーテル類、４－ヒドロキシブチ
ルビニルエーテル等ビニルエーテル類、３－エチル－３－ヒドロキシメチルオキセタン等
オキセタン類等が挙げられる。これらの電離放射線重合性モノマーは、１種単独で、また
は２種以上を組み合わせて用いてもよく、また、電離放射線重合性プレポリマーと併用し
てもよい。
【００３２】
　電離放射線硬化性樹脂として紫外線硬化性樹脂を用いる場合、光重合開始剤を電離放射
線硬化性樹脂１００質量部に対して、０．１～５質量部程度添加することが好ましい。光
重合開始剤としては、従来慣用されているものから適宜選択できる。
【００３３】
　分子中にラジカル重合性官能基を有する重合性モノマーや重合性プレポリマーとしては
、ベンゾイン、ベンゾインメチルエーテル、アセトフェノン、ジメチルアミノアセトフェ
ノン、２－ヒドロキシ－２－メチル－１－フェニルプロパン－１－オン、１－ヒドロキシ
シクロへキシルフェニルケトン、ベンゾフェノン、ｐ－フェニルベンゾフェノン、２－メ
チルアントラキノン、２－エチルアントラキノン、２－メチルチオキサントン、２－エチ
ルチオキサントン、ベンジルジメチルケタール、アセトフェノンジメチルケタール等が挙
げられる。また、分子中にカチオン重合性官能基を有する重合性モノマーや重合性プレポ
リマーとしては、芳香族スルホニウム塩、芳香族ジアゾニウム塩、芳香族ヨードニウム塩
、メタロセン化合物、ベンゾインスルホン酸エステル等が挙げられる。また、光増感剤と
しては、ｐ－ジメチル安息香酸エステル、第三級アミン類、チオール系増感剤等が挙げら
れる。
【００３４】
　熱硬化性樹脂としては、フェノール樹脂、フェノール－ホルマリン樹脂、尿素樹脂、尿
素－ホルマリン樹脂、メラミン樹脂、ポリエステル－メラミン樹脂、メラミン－ホルマリ
ン樹脂、アルキッド樹脂、エポキシ樹脂、エポキシ－メラミン樹脂、不飽和ポリエステル
樹脂、ポリイミド樹脂、アクリル樹脂、ポリシロキサン樹脂、ポリウレタン樹脂、汎用の
２液硬化型アクリル樹脂（アクリルポリオール硬化物）等が挙げられる。
【００３５】
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　熱可塑性樹脂としては、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）、ポリエチレンナフタ
レート（ＰＥＮ）、エチレングリコール－テレフタル酸－イソフタル酸共重合体、テレフ
タル酸－エチレングリコール－１，４シクロヘキサンジメタノール共重合体、ポリエステ
ル系熱可塑性エラストマー等のポリエステル樹脂、ポリエチレン、ポリプロピレン、環状
ポリオレフィン、ポリメチルペンテン等のポリオレフィン樹脂、ポリ塩化ビニル、ポリ塩
化ビニリデン等の含ハロゲン樹脂、ポリスチレン、アクリロニトリル－スチレン共重合体
等のスチレン系樹脂、トリアセチルセルロース、ジアセチルセルロース、アセテートブチ
レートセルロース等のセルロース樹脂、熱可塑性ポリウレタン系樹脂、ポリカーボネート
樹脂、ポリアミド樹脂等が挙げられる。
【００３６】
　コントラスト向上層６における暗色部６ｂとしては、バインダー樹脂中に暗色粒子を分
散させたものが好ましく、可視光線波長域の大部分を吸収し、入射する可視光線（外光）
を高い割合で吸収するものが好ましい。このようなものによれば、反射する外光が目立た
ず、その反射光が画像光に混入しても画像コントラストの低下が抑制される。
【００３７】
　暗色粒子としては、各色の粒子を用いることができ、例えば、黒色粒子として、カーボ
ンブラック（墨）、黒色酸化鉄等の黒色顔料や、アクリル等の透明粒子をカーボンブラッ
ク等の黒色顔料で染色した樹脂粒子等が挙げられる。暗色粒子は、青色、紫色、黄色、赤
色等の各種顔料を混合して無彩色化した顔料粒子でもよく、それらの顔料で染色した樹脂
粒子でもよい。青色顔料として、銅フタロシアニンブルー、インダスレンブルー、コバル
トブルー、群青等、紫色顔料として、ジオキサジンバイオレット等、黄色顔料として、ジ
スアゾイエロー、イソインドリノンイエロー、黄鉛等、赤色顔料として、クロモフタルレ
ッドタイペル、キナクリドンレッド、弁柄等、緑色顔料として、銅フタロシアニングリー
ン、緑青等が挙げられる。暗色粒子の含有量は、バインダー樹脂１００質量部に対して、
１０～１００質量部が好ましい。
【００３８】
　バインダー樹脂としては、透光性領域６ａの樹脂材料と同様のものが挙げられ、例えば
、電離放射線硬化性樹脂の硬化物、熱硬化性樹脂の硬化物、熱可塑性樹脂等の樹脂材料が
挙げられる。なお、既に説明したように、本発明の光学フィルタ１においては、透光性領
域６ａおよび暗色部６ｂのうち少なくとも一方の樹脂材料を紫外線硬化性樹脂、特にラジ
カル重合性官能基を有するプレポリマーやモノマーとし、光重合開始剤、特にラジカルを
発生するものを併用することが好ましい。
【００３９】
　コントラスト向上フィルム２は、例えば以下のように製造できる。まず、透明支持体５
の上に透光性領域形成用組成物を塗布し、その表面に暗色部６ｂを形成するための溝部等
を形成して透光性領域６ａを形成する。例えば、紫外線硬化性樹脂からなる透光性領域６
ａの場合、紫外線硬化性樹脂と光重合開始剤とを有機溶剤に溶解させて透光性領域形成用
組成物を調製した後、これを透明支持体５の表面に塗布し、その表面にロール状の金型（
賦形型ロール）を押し当てて暗色部６ｂを形成するための溝部を形成しつつ、紫外線を照
射することにより硬化させて形成する。
【００４０】
　暗色部６ｂは、暗色粒子とバインダー樹脂とを有機溶剤に溶解させて暗色部形成用組成
物を調製した後、これを透光性領域６ａ間の溝部に塗布し、硬化させることにより形成で
きる。例えば、バインダー樹脂として紫外線硬化性樹脂を用いる場合、暗色粒子、紫外線
硬化性樹脂、および光重合開始剤を有機溶剤に溶解させて暗色部形成用組成物を調製し、
これを透光性領域６ａ間の溝部に塗布した後、紫外線を照射することにより硬化させて形
成する。
【００４１】
　透光性領域６ａの厚さは、例えば暗色部６ｂを形成する観点等から、２０～２００μｍ
が好ましく、３０～１５０μｍがより好ましく、暗色部６ｂの厚さ（深さ）は、１０～１
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８０μｍが好ましく、２０～１３０μｍがより好ましく、幅は５～１００μｍが好ましく
、５～５０μｍがより好ましく、ピッチは１０～２００μｍが好ましく、２０～１５０μ
ｍがより好ましい。
【００４２】
　色素含有粘着剤層３は、色調補正色素および近赤外線吸収色素から選ばれる少なくとも
一方の色素、光安定剤、ならびに紫外線吸収剤を含有する。色素、光安定剤、および紫外
線吸収剤は、粘着剤中に分散された状態で含有されている。
【００４３】
　粘着剤としては、アクリル系粘着剤、シリコーン系粘着剤、ブタジエン系粘着剤、ウレ
タン系粘着剤等が挙げられ、特にアクリル系粘着剤が好ましい。
【００４４】
　アクリル系粘着剤は、アクリル系単量体単位を主成分として含む重合体である。アクリ
ル系単量体としては、（メタ）アクリル酸、イタコン酸、（無水）マレイン酸、（無水）
フマル酸、クロトン酸、これらのアルキルエステルが挙げられる。ここで、「（メタ）ア
クリル酸」は、アクリル酸およびメタクリル酸を意味する。
【００４５】
　アクリル系単量体の中でも、（メタ）アクリル酸またはそのアルキルエステルを主成分
とするものが好ましい。ここで、主成分とするとは、（メタ）アクリル酸またはそのアル
キルエステルが、アクリル系粘着剤全量に対して９５質量％以上含まれることを意味する
。より好ましくは９８質量％以上であり、さらに好ましくは９９質量％以上である。（メ
タ）アクリル酸のアルキルエステルとしては、メチル（メタ）アクリレート、エチル（メ
タ）アクリレート、プロピル（メタ）アクリレート、ｎ－ブチル（メタ）アクリレート、
ｎ－ペンチル（メタ）アクリレート、ｎ－ヘキシル（メタ）アクリレート、ｎ－ヘプチル
（メタ）アクリレート、ｎ－オクチル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキシル（メタ
）アクリレート、イソノニル（メタ）アクリレート、ｎ－デシル（メタ）アクリレート、
イソデシル（メタ）アクリレート等が挙げられる。
【００４６】
　粘着剤の凝集力を高めるために、架橋点となりうる官能基（例えば、ヒドロキシ基、グ
リシジル基等）を有する単量体を使用することが好ましい。架橋点となりうる官能基を有
する単量体としては、例えば、ヒドロキシエチルアクリレート、ヒドロキシエチルメタク
リレート、グリシジルアクリレート、グリシジルメタクリレート等が挙げられる。
【００４７】
　このような架橋点を有する単量体を使用する場合には架橋剤を添加することが好ましい
。架橋剤を架橋点に反応させてポリマーを架橋させることにより凝集力を確保できる。架
橋剤としては、メラミン樹脂、尿素樹脂、エポキシ樹脂、金属酸化物、金属塩、金属水酸
化物、金属キレート、ポリイソシアネート、カルボキシ基含有ポリマー、酸無水物、ポリ
アミン等が挙げられ、架橋点となりうる官能基の種類に応じて適宜選択される。
【００４８】
　アクリル系粘着剤は、酸価が７ｍｇＫＯＨ／ｇ以下であることが好ましい。なお、酸価
が０ｍｇＫＯＨ／ｇであってもよい。好ましい酸価は、０～４ｍｇＫＯＨ／ｇである。ア
クリル系粘着剤の酸価が７ｍｇＫＯＨ／ｇ以下であると、耐湿試験後の変色を抑えること
ができる。ここでいう酸価とは、指示薬としてフェノールフタレインを用いたアルコール
性水酸化カリウム（ＫＯＨ）の滴定により求められる値である。
【００４９】
　アクリル系粘着剤の酸価を７ｍｇＫＯＨ／ｇ以下にするには、アクリル系単量体を重合
する際に酸価が上記範囲になるようにアクリル酸の共重合量を調整すればよい。酸価が７
ｍｇＫＯＨ／ｇ以下のアクリル系粘着剤は市販されており、その中から適宜選択して用い
ることができる。例えば、商品名：「ＮＣＫ１０１」東洋インキ社製（酸価＝０ｍｇＫＯ
Ｈ／ｇ）、商品名：「ＥＸＫ０４－４８８」東洋インキ社製（酸価：６．２ｍｇＫＯＨ／
ｇ）等が挙げられる。
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【００５０】
　また、アクリル系粘着剤のガラス転移温度（Ｔｇ）は、－４０～４０℃であることが好
ましく、より好ましくは－３０～１０℃である。
【００５１】
　色調補正色素は、可視光の特定波長域の一部を吸収し、透過可視光の色調を改善する。
色調補正色素としては、例えば、アゾ系、縮合アゾ系、ジイモニウム系、フタロシアニン
系、アンスラキノン系、インジゴ系、ペリノン系、ペリレン系、ジオキサジン系、キナク
リドン系、メチン系、イソインドリノン系、キノフタロン系、ピロール系、チオインジゴ
系、ポルフィリン系、テトラアザポルフィリン系等の周知の有機顔料および有機染料、無
機顔料が挙げられる。
【００５２】
　色調補正色素の中でも、耐光性が良好であるとともに粘着剤との相溶性または分散性が
良好な色素、例えば、アンスラキノン系色素、キノフタロン系色素、およびテトラアザポ
ルフィリン系色素から選ばれる１種、または２種以上を適宜組み合わせて用いることが好
ましい。アンスラキノン系色素、およびテトラアザポルフィリン系色素から選ばれる１種
、または２種以上を適宜組み合わせて用いることがより好ましい。
【００５３】
「アンスラキノン系色素」
　アンスラキノン系色素としては、例えば下記一般式（１）、（２）で表される化合物が
好ましく挙げられる。
【００５４】

【化１】

【００５５】
　式中、Ｒ１～Ｒ８は、それぞれ独立に水素原子、塩素原子、フッ素原子、臭素原子、シ
アノ基、ベンジル基、水酸基、炭素数１～１２のアルキル基、１以上の水素原子がフッ素
原子、臭素原子または塩素原子に置換されている炭素数１～１２のアルキル基、フェニル
基、１以上の水素原子がフッ素原子、臭素原子または塩素原子に置換されているフェニル
基、炭素数１～１２のアルコキシル基、１以上の水素原子がフッ素原子、臭素原子または
塩素原子に置換されている炭素数１～１２のアルコキシル基、－ＣＯ－Ｒｈ（ただし、Ｒ
ｈは炭素数１～８のアルキル基、フェニル基、ベンジル基、シクロヘキシル基、シクロヘ
キシルメチル基、１－ナフチル基または２－ナフチル基のいずれかである。）、－Ｓ－Ｒ
ｉ（ただし、Ｒｉは炭素数１～８のアルキル基、フェニル基、ベンジル基、シクロヘキシ
ル基、シクロヘキシルメチル基、１－ナフチル基または２－ナフチル基のいずれかである
。）または－ＮＨ－Ｐｈ（ただし、Ｐｈは、フェニル基または、１以上の水素原子が炭素
数１～１０のアルキル基および炭素数１～１０のアルコキシル基のいずれかに置換されて
いるフェニル基。）のいずれかである。
【００５６】
　式（１）で表される化合物のうち、Ｒ８は－ＮＨ－Ｐｈ（ただし、Ｐｈは、フェニル基
または、１以上の水素原子が炭素数１～１０のアルキル基および炭素数１～１０のアルコ
キシル基のいずれかに置換されているフェニル基。）であることが好ましい。また、Ｒ１

、Ｒ４、Ｒ５、およびＲ６は、前記４つの基のうち１つが水酸基、フェニル基および１以
上の水素原子がフッ素原子、臭素原子または塩素原子に置換されているフェニル基から選
ばれる１つであり、残りの３つの基が水素原子であることが好ましい。Ｒ２、Ｒ３、Ｒ７

は水素原子であることが好ましい。置換基が前記である化合物であると、溶剤への溶解性
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が優れるので好ましい。
【００５７】
【化２】

【００５８】
　式中、Ｒ９～Ｒ２２は、それぞれ独立に水素原子、塩素原子、フッ素原子、臭素原子、
シアノ基、ベンジル基、炭素数１～１２のアルキル基、１以上の水素原子がフッ素原子、
臭素原子または塩素原子に置換されている炭素数１～１２のアルキル基、フェニル基、１
以上の水素原子がフッ素原子、臭素原子または塩素原子に置換されているフェニル基、炭
素数１～１２のアルコキシル基、１以上の水素原子がフッ素原子、臭素原子または塩素原
子に置換されているアルコキシル基、－ＣＯ－Ｒｊ（ただし、Ｒｊは炭素数１～８のアル
キル基、フェニル基、ベンジル基、シクロヘキシル基、シクロヘキシルメチル基、１－ナ
フチル基または２－ナフチル基のいずれかである。）、－Ｓ－Ｒｋ（ただし、Ｒｋは炭素
数１～８のアルキル基、フェニル基、ベンジル基、シクロヘキシル基、シクロヘキシルメ
チル基、１－ナフチル基または２－ナフチル基のいずれかである。）または－ＮＨ－Ｐｈ
（ただし、Ｐｈは、フェニル基または、１以上の水素原子が炭素数１～１０のアルキル基
および炭素数１～１０のアルコキシル基のいずれかに置換されているフェニル基。）のい
ずれかである。
【００５９】
　アンスラキノン系色素としては、式（１）で表される化合物が溶剤への溶解性の観点で
好ましい。式（１）で表されるアンスラキノン系色素として、例えば、日本化薬社製の商
品名「カヤセットＶｉｏｌｅｔ　Ａ－Ｒ」、「カヤセットＢｌｕｅ　Ｎ」、「カヤセット
Ｂｌｕｅ　ＦＲ」、「カヤセットＧｒｅｅｎ　Ａ－Ｂ」等が挙げられる。
【００６０】
「テトラアザポルフィリン系色素」
　また、テトラアザポルフィリン系色素としては式（３）で表される構造を有することが
好ましい。
【００６１】
【化３】
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【００６２】
　式中、Ｒ２３～Ｒ３０は、それぞれ独立に水素原子、塩素原子、フッ素原子、臭素原子
、シアノ基、ベンジル基、１以上の水素原子がフッ素原子、臭素原子または塩素原子に置
換されているベンジル基、フェニル基、１以上の水素原子がフッ素原子、臭素原子または
塩素原子に置換されているフェニル基、炭素数１～１０のアルキル基、１以上の水素原子
がフッ素原子、臭素原子または塩素原子に置換されている炭素数１～１０のアルキル基、
炭素数１～１０のアルコキシル基または１以上の水素原子がフッ素原子、臭素原子または
塩素原子に置換されている炭素数１～１０のアルコキシル基のいずれかである。
　Ｍ１は、Ｃｕ、Ｎｉ、Ｚｎ、Ｐｄ、Ｐｔ、ＶＯ、ＣｏおよびＭｇのいずれかである。
　Ｒ２３～Ｒ３０は、炭素数１～６のアルキル基が、溶剤への溶解性の観点で好ましい。
Ｍ１は、ＣｕまたはＶＯが好ましい。
【００６３】
　式（３）で表されるテトラアザポルフィリン系色素としては、例えば、山田化学社製の
商品名「ＴＡＰ－２」「ＴＡＰ－１８」「ＴＡＰ－４５」等が挙げられる。
【００６４】
　テトラアザポルフィリン系色素は、プラズマディスプレイパネルが発する波長５９０ｎ
ｍ付近のオレンジ色の不要光を効率的に吸収できるため好ましく使用できる。また、耐久
性の観点からは、アンスラキノン系色素が好ましい。テトラアザポルフィリン系色素およ
びアンスラキノン系色素を組み合わせて用いることがより好ましい。
【００６５】
　色調補正色素の含有量は、粘着剤１００質量部に対し、０．００１～２０質量部が好ま
しく、０．０１～１０質量部がより好ましい。色調補正色素の含有量を０．００１質量部
以上とすることで色調補正機能を充分に発揮でき、２０質量部以下とすることで耐久性の
低下を抑制できる。
【００６６】
　近赤外線吸収色素としては、ポリメチン系色素、フタロシアニン系色素、ナフタロシア
ニン系色素、アミニウム系色素、イモニウム系色素、ジイモニウム系色素、アンスラキノ
ン系色素、ナフトキノン系色素、インドールフェノール系色素、アゾ系色素、トリアリル
メタン系色素、酸化タングステン系色素等が挙げられる。熱線吸収や電子機器のノイズ防
止の用途には、最大吸収波長が７５０～１１００ｎｍである近赤外線吸収色素が好ましく
、アミニウム系色素、フタロシアニン系色素、ナフタロシアニン系色素、ジイモニウム系
色素、酸化タングステン系色素が特に好ましい。
【００６７】
　近赤外線吸収色素は１種類でもよく、２種以上を混合して用いてもよい。近赤外線吸収
色素の耐久性の観点から、１種類のみまたは２種以上のフタロシアニン系色素を組み合わ
せて用いることが好ましい。また、耐久性の観点に加え、近赤外線を充分にかつ効率的に
吸収できることから、２種以上のフタロシアニン系色素を組み合わせて用いることがより
好ましい。また、ジイモニウム系色素も近赤外線を効率的に吸収できることから好ましい
。
【００６８】
「ジイモニウム系色素」
　ジイモニウム系色素は、下記一般式（４）で表される化合物である。
【００６９】
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【化４】

【００７０】
　式中、Ｒ３１～Ｒ３８は、それぞれ独立に水素原子、アルキル基、置換基を有するアル
キル基、アルケニル基、置換基を有するアルケニル基、アリール基、置換基を有するアリ
ール基、アルキニル基または置換基を有するアルキニル基を表し、Ｚ－は陰イオンを表す
。
【００７１】
　Ｒ３１～Ｒ３８において、アルキル基としては、メチル基、エチル基、ｎ－プロピル基
、イソプロピル基、ｎ－ブチル基、第二ブチル基、イソブチル基、第三ブチル基、ｎ－ペ
ンチル基、第三ペンチル基、ｎ－ヘキシル基、ｎ－オクチル基、または第三オクチル基等
が挙げられる。該アルキル基はアルコキシカルボニル基、ヒドロキシル基、スルホ基、ま
たはカルボキシル基等の置換基を有してもよい。
【００７２】
　アルケニル基としては、ビニル基、プロペニル基、ブテニル基、ペンテニル基、ヘキセ
ニル基、ヘプテニル基、またはオクテニル基等が挙げられる。該アルケニル基は、ヒドロ
キシル基、カルボキシ基等の置換基を有してもよい。
【００７３】
　アリール基としては、ベンジル基、ｐ－クロロベンジル基、ｐ－メチルベンジル基、２
－フェニルメチル基、２－フェニルプロピル基、３－フェニルプロピル基、α－ナフチル
メチル基、またはβ－ナフチルエチル基等が挙げられる。該アリール基は、ヒドロキシル
基、カルボキシ基等の置換基を有してもよい。
【００７４】
　アルキニル基としては、プロピニル基、ブチニル基、２－クロロブチニル基、ペンチニ
ル基、またはヘキシニル基等が挙げられる。該アルキニル基は、ヒドロキシル基、カルボ
キシ基等の置換基を有してもよい。
【００７５】
　Ｒ３１～Ｒ３８は、ｎ－ブチル基またはイソブチル基が好ましい。ｎ－ブチル基または
イソブチル基であることで、湿気に対する耐久性が優れるため好ましい。特にイソブチル
基が好ましい。
【００７６】
　Ｚ－は、塩素イオン、臭素イオン、ヨウ素イオン、過塩素酸イオン、過ヨウ素酸イオン
、硝酸イオン、ベンゼンスルホン酸イオン、Ｐ－トルエンスルホン酸イオン、メチル硫酸
イオン、エチル硫酸イオン、プロピル硫酸イオン、テトラフルオロホウ酸イオン、テトラ
フェニルホウ酸イオン、ヘキサフルオリン酸イオン、ベンゼンスルフィン酸イオン、酢酸
イオン、トリフルオロ酢酸イオン、プロピオン酢酸イオン、安息香酸イオン、シュウ酸イ
オン、コハク酸イオン、マロン酸イオン、オレイン酸イオン、ステアリン酸イオン、クエ
ン酸イオン、一水素二リン酸イオン、二水素一リン酸イオン、ペンタクロロスズ酸イオン
、クロロスルホン酸イオン、フルオロスルホン酸イオン、トリフルオロメタンスルホン酸
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イオン、ヘキサフルオロヒ酸イオン、ヘキサフルオロアンチモン酸イオン、モリブデン酸
イオン、タングステン酸イオン、チタン酸イオン、ジルコン酸イオン、（ＲｆＳＯ２）２

Ｎ－または（ＲｆＳＯ２）３Ｃ－［Ｒｆは炭素数１～４のフルオロアルキル基を表す］等
の陰イオンを表す。
【００７７】
　これらの陰イオンのうち、過塩素酸イオン、ヨウ素イオン、テトラフルオロホウ酸イオ
ン、ヘキサフルオロリン酸イオン、ヘキサフルオロアンチモン酸イオン、トリフルオロメ
タンスルホン酸イオン、（ＲｆＳＯ２）２Ｎ－、（ＲｆＳＯ２）３Ｃ－等が好ましく、特
に（ＲｆＳＯ２）２Ｎ－、（ＲｆＳＯ２）３Ｃ－が熱安定性に最も優れるため好ましい。
【００７８】
　「フタロシアニン系色素」
　フタロシアニン系色素としては、フタロシアニン骨格（下記化学式（５）参照）を有す
る化合物であれば特に制限されない。式（５）中のＭ２は、Ｃｕ、Ｎｉ、Ｚｎ、Ｐｄ、Ｐ
ｔ、ＶＯ、ＣｏおよびＭｇのいずれかであり、ＣｕまたはＶＯが好ましい。フタロシアニ
ン系色素の中でも、粘着剤組成物の近赤外線吸収性が高くなることから、８００～１１０
０ｎｍに極大吸収波長を有する近赤外線吸収色素が好ましい。８００～１１００ｎｍに極
大吸収波長を有するフタロシアニン系色素としては、例えば、日本触媒社製、商品名「イ
ーエクスカラーＩＲ－１２」、商品名「イーエクスカラーＩＲ－１４」、商品名「ＴＸ－
ＥＸ－９０６Ｂ」、商品名「ＴＸ－ＥＸ－９１０Ｂ」）等の市販品が挙げられる。
【００７９】
【化５】

【００８０】
「酸化タングステン系色素」
　酸化タングステン系色素は、ＷｒＯｓ（ただし、２．２≦ｓ／ｒ≦２．９９９である。
）で表される酸化タングステン微粒子、またはＡｔＷｕＯｖ（ただし、ＡはＨ、Ｈｅ、ア
ルカリ金属、アルカリ土類金属、希土類元素、Ｍｇ、Ｚｒ、Ｃｒ、Ｍｎ、Ｆｅ、Ｒｕ、Ｃ
ｏ、Ｒｈ、Ｉｒ、Ｎｉ、Ｐｄ、Ｐｔ、Ｃｕ、Ａｇ、Ａｕ、Ｚｎ、Ｃｄ、Ａｌ、Ｇａ、Ｉｎ
、Ｔｌ、Ｓｉ、Ｇｅ、Ｓｎ、Ｐｂ、Ｓｂ、Ｂ、Ｆ、Ｐ、Ｓ、Ｓｅ、Ｂｒ、Ｔｅ、Ｔｉ、Ｎ
ｂ、Ｖ、Ｍｏ、Ｔａ、Ｒｅ、Ｂｅ、Ｈｆ、Ｏｓ、Ｂｉ、Ｉのうちから選択される元素、０
.００１≦ｔ／ｕ≦１．１、２.２≦ｖ／ｕ≦３.０である。）で表される複合タングステ
ン酸化物微粒子が好ましい。
【００８１】
　近赤外線吸収色素の含有量は、粘着剤１００質量部に対し、０．００１～２０質量部が
好ましく、０．０１～１０質量部がより好ましい。近赤外線吸収色素の含有量を０．００
１質量部以上とすることで、近赤外線吸収機能を充分に発揮させることができ、２０質量
部以下とすることで、耐久性の低下を抑制できる。
【００８２】
　光安定剤としては、公知の光安定剤を用いることができ、特にジチオール錯体系の光安
定剤が好適に用いられる。
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【００８３】
「ジチオール錯体」
　ジチオール錯体とは、金属原子にジチオールが、チオール基を構成する硫黄原子を介し
て配位した化合物であり、例えば、式（６）で表される化合物が好適なものとして挙げら
れる。
【００８４】
【化６】

【００８５】
　式中、Ｒ３９～Ｒ５８はそれぞれ独立に水素原子、ハロゲン原子、アミノ基、ニトロ基
、シアノ基、炭素数１～２０のアルキル基、炭素数１～２０のアルコキシ基、炭素数１～
２０のアリール基、炭素数１～２０のアラルキル基または炭素数１～２０のアルキルアミ
ノ基を表し、Ｍ３は、銅、ニッケル、白金またはパラジウムを表す。
【００８６】
　ジチオール錯体として具体的には、市販品として、住友精化社製、商品名「ＥＳＴ－３
」（ジチオール銅錯体、ビス（４－ピペリジルスルホニル－１，２－ベンゼンジチオラー
ト－Ｓ，Ｓ’）銅－テトラ－ｎブチルアンモニウム）、商品名「ＥＳＴ－５」（ジチオー
ル銅錯体、ビス（４－モルフォリノスルフォニル－１，２－ジチオフェノレート）銅－テ
トラ－ｎ－ブチルアンモニウム）、商品名「ＥＳＴ－５Ｎｉ」（ジチオールニッケル錯体
、ビス（４－モルフォリノスルフォニル－１，２－ジチオフェノレート）ニッケル－テト
ラ－ｎ－ブチルアンモニウム）、和光純薬社製、商品名「ビス（ジブチルジチオカルバミ
ン酸）ニッケル（II）」等が挙げられる。ジチオール錯体の中でも、耐久性がより高くな
ることから、ジチオール銅錯体およびジチオールニッケル錯体が好ましい。
【００８７】
　上記ジチオール錯体によれば、自身の安定性に優れ、色素、特にフタロシアニン系色素
に対するクエンチャー効果、すなわちフタロシアニン系色素の光に対する安定性を向上さ
せる効果に優れるために好ましい。
【００８８】
　光安定剤としてのジチオール錯体の含有量は、粘着剤１００質量部に対し、０．００１
～２０質量部が好ましく、０．０１～１０質量部がより好ましく、０．０５～５質量部が
さらに好ましい。光安定剤としてのジチオール錯体の含有量を０．００１質量部以上とす
ることで、安定化機能を充分に発揮でき、２０質量部以下とすることで、耐久性の低下を
抑制でき、光学フィルタに求められる他の物性も確保できる。
【００８９】
　紫外線吸収剤としては、ベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤、ベンゾフェノン系紫外線
吸収剤、サリシレート系紫外線吸収剤、シアノアクリレート系紫外線吸収剤、トリアジン
系紫外線吸収剤、オキザニリド系紫外線吸収剤、ニッケル錯塩系紫外線吸収剤、無機系紫
外線吸収剤等が好ましく挙げられる。
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【００９０】
　紫外線吸収剤としては、例えば式（７）で表されるトリアジン化合物が好ましい。式（
７）で表されるトリアジン化合物を用いることにより、色素含有粘着剤層３における色素
の劣化を抑制し、耐久性を向上できる。
【００９１】
【化７】

【００９２】
　式中、Ｒ５９は水素原子、塩素原子、フッ素原子、臭素原子、シアノ基、ベンジル基、
炭素数１～１２のアルキル基、１以上の水素原子がフッ素原子、臭素原子または塩素原子
で置換された炭素数１～１２のアルキル基、フェニル基、１以上の水素原子がフッ素原子
、臭素原子または塩素原子で置換されたフェニル基、炭素数１～１２のアルコキシル基、
１以上の水素原子がフッ素原子、臭素原子または塩素原子で置換された炭素数１～１２の
アルコキシル基、－ＣＯ－Ｒａ（ただし、Ｒａは炭素数１～８のアルキル基、フェニル基
、ベンジル基、シクロヘキシル基、シクロヘキシルメチル基、１－ナフチル基または２－
ナフチル基のいずれかである。）、－Ｏ－ＣＨ（Ｒｂ）－ＣＯ－Ｏ－Ｒｃ（ただしＲｂは
、炭素数１～１２のアルキル基、Ｒｃは炭素数１～２０のアルキル基）、－Ｓ－Ｒｄ（た
だし、Ｒｄは炭素数１～８のアルキル基、フェニル基、ベンジル基、シクロヘキシル基、
シクロヘキシルメチル基、１－ナフチル基または２－ナフチル基のいずれかである。）ま
たは－ＮＨ－Ｐｈ（ただし、Ｐｈは、フェニル基または、基中の１以上の水素原子が炭素
数１～１０のアルキル基および炭素数１～１０のアルコキシル基のいずれかに置換されて
いるフェニル基。）のいずれかである。Ｒ６０～Ｒ７０は、それぞれ独立に水素原子、塩
素原子、フッ素原子、臭素原子、シアノ基、ベンジル基、炭素数１～１２のアルキル基、
１以上の水素原子がフッ素原子、臭素原子または塩素原子に置換されている炭素数１～１
２のアルキル基、フェニル基、１以上の水素原子がフッ素原子、臭素原子または塩素原子
に置換されているフェニル基、炭素数１～１２のアルコキシル基、１以上の水素原子がフ
ッ素原子、臭素原子または塩素原子に置換されているアルコキシル基、－ＣＯ－Ｒｅ（た
だし、Ｒｅは炭素数１～８のアルキル基、フェニル基、ベンジル基、シクロヘキシル基、
シクロヘキシルメチル基、１－ナフチル基または２－ナフチル基のいずれかである。）、
－Ｓ－Ｒｇ（ただし、Ｒｇは炭素数１～８のアルキル基、フェニル基、ベンジル基、シク
ロヘキシル基、シクロヘキシルメチル基、１－ナフチル基または２－ナフチル基のいずれ
かである。）または－ＮＨ－Ｐｈ（ただし、Ｐｈは、フェニル基、または１以上の水素原
子が炭素数１～１０のアルキル基および炭素数１～１０のアルコキシル基のいずれかに置
換されているフェニル基。）のいずれかである。ａ、ｂはそれぞれ独立に、０～３の整数
である。
【００９３】
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　ａ、ｂはそれぞれ独立に、１または２が好ましく、ａ＝１、ｂ＝１が最も好ましい。Ｒ
５９は、炭素数４～１０のアルキル基、１以上の水素原子がフッ素原子または塩素原子で
置換された炭素数４～１０のアルキル基、炭素数４～１０のアルコキシル基、１以上の水
素原子がフッ素原子または塩素原子で置換された炭素数４～１０のアルコキシル基、－Ｃ
Ｏ－Ｒａ（ただし、Ｒａは炭素数４～８のアルキル基である。）、－Ｏ－ＣＨ（Ｒｂ）－
ＣＯ－Ｏ－Ｒｃ（ただしＲｂは、炭素数４～１０のアルキル基、Ｒｃは炭素数４～１０の
アルキル基）のいずれかであることが、有機溶剤への溶解性の点で好ましい。特に、Ｒ５

９は－Ｏ－ＣＨ（Ｒｂ）－ＣＯ－Ｏ－Ｒｃが好ましく、Ｒｂの炭素数は１～６が好ましく
、Ｒｃの炭素数は６～１８がより好ましい。Ｒ５９が前記式の基であることで、トリアジ
ン化合物の有機溶剤への溶解性が良好になるため好ましい。またＲｃの炭素数が前記範囲
であることで、有機溶剤への溶解性がさらに良好になるため好ましい。
【００９４】
　Ｒ６０～Ｒ７０は、それぞれ独立に水素原子、塩素原子、フッ素原子、シアノ基、炭素
数１～４のアルキル基、１以上の水素原子がフッ素原子または塩素原子に置換されている
炭素数１～４のアルキル基、炭素数１～１２のアルコキシル基、１以上の水素原子がフッ
素原子または塩素原子に置換されているアルコキシル基、－ＣＯ－Ｒｅ（ただし、Ｒｅは
炭素数１～４のアルキル基である。）のいずれかであることが、有機溶剤への溶解性の点
で好ましい。Ｒ６０～Ｒ７０は、それぞれ独立に水素原子および炭素数１～４のアルキル
基のいずれかであると、有機溶剤への溶解性が良好になるためより好ましい。
【００９５】
　紫外線吸収剤の含有量は、粘着剤１００質量部に対し、０．１～３０質量部が好ましく
、０．５～２０質量部がより好ましい。紫外線吸収剤の含有量を０．１質量部以上とする
ことで、紫外線吸収機能を充分に発揮でき、３０質量部以下とすることで、光学フィルタ
１に求められる他の物性を確保できる。
【００９６】
　色素含有粘着剤層３は、粘着剤、色調補正色素、近赤外線吸収色素、光安定剤、および
紫外線吸収剤等を有機溶剤に溶解させて色素含有粘着剤組成物を調製し、これを公知の機
能フィルム等に塗工し、乾燥させることにより形成できる。なお、色素含有粘着剤組成物
には、必要に応じて、レベリング剤、帯電防止剤、熱安定剤、酸化防止剤、分散剤、難燃
剤、滑剤、可塑剤等を含有させてもよい。
【００９７】
　有機溶剤としては、トルエン、キシレン等の芳香族系、Ｎ－メチル－２－ピロリドン、
ジメチルホルムアミド、ジメチルアセトアミド等のアミド系、メチルエチルケトン、メチ
ルイソブチルケトン、アセトン等のケトン系、メタノール、エタノール、ｉ－プロピルア
ルコール等のアルコール系、ヘキサン等の炭化水素系、および、テトラヒドロフラン等が
挙げられる。これらの有機溶剤は、単独で用いてもよく、必要に応じて適宜混合して用い
てもよい。
【００９８】
　塗工方法としては、例えば、浸漬コーティング法、スプレーコーティング法、スピンナ
ーコーティング法、ビードコーティング法、ワイヤーバーコーティング法、ブレードコー
ティング法、ローラーコーティング法、カーテンコーティング法、スリットダイコーター
法、グラビアコーター法、スリットリバースコーター法、マイクログラビア法、コンマコ
ーター法等のコーティング法を採用できる。
【００９９】
　色素含有粘着剤層３の厚さは、０．３～１００μｍが好ましく、０．５～５０μｍがよ
り好ましい。０．３μｍ以上とすることで、近赤外線吸収能等を充分に発揮でき、１００
μｍ以下とすることで成形時の有機溶剤の残留を低減できる。
【０１００】
　紫外線吸収反射防止フィルム４は、紫外線吸収フィルム７の前面側に反射防止層８を有
する。本発明の光学フィルタ１については、色素含有粘着剤層３の前面側に紫外線吸収フ
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ィルム７、すなわち紫外線吸収剤を含有する紫外線吸収層を配置することで、色素含有粘
着剤層３に光安定剤および紫外線吸収剤を含有させることと併せて、色素含有粘着剤層３
における色素の劣化を効果的に抑制できる。
【０１０１】
　紫外線吸収フィルム７は、紫外線吸収剤を含有するフィルム状のものであれば特に限定
されない。紫外線吸収剤としては、色素含有粘着剤層３に含有される紫外線吸収剤と同様
のものが挙げられ、ベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤、ベンゾフェノン系紫外線吸収剤
、サリシレート系紫外線吸収剤、シアノアクリレート系紫外線吸収剤、トリアジン系紫外
線吸収剤、オキザニリド系紫外線吸収剤、ニッケル錯塩系紫外線吸収剤、無機系紫外線吸
収剤等が挙げられる。紫外線吸収フィルム７に含有される紫外線吸収剤は、色素含有粘着
剤層３に含有される紫外線吸収剤と同一であってもよく、異なってもよい。
【０１０２】
　紫外線吸収フィルム７の紫外線吸収剤以外の構成材料としては樹脂材料が好ましく、例
えば、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）、ポリブチレンテレフタレート（ＰＢＴ）
等のポリエステル、ポリエチレン、ポリプロピレン等のポリオレフィン、ポリメチルメタ
クリレート（ＰＭＭＡ）等のポリアクリレート、ポリカーボネート（ＰＣ）、ポリスチレ
ン、トリアセテート、ポリビニルアルコール、ポリ塩化ビニル、ポリ塩化ビニリデン、エ
チレン－酢酸ビニル共重合体、ポリビニルブチラール、ポリウレタン、セロファン等が挙
げられる。
【０１０３】
　紫外線吸収剤の含有量は、樹脂材料１００質量部に対し、０．１～３０質量部が好まし
く、０．５～２０質量部がより好ましい。紫外線吸収剤の含有量を０．１質量部以上とす
ることで、紫外線吸収機能を充分に発揮でき、３０質量部以下とすることで、光学フィル
タ１に求められる他の物性を確保できる。
【０１０４】
　紫外線吸収フィルム７は、その主原料となる樹脂材料中に紫外線吸収剤を混合し、この
紫外線吸収剤を含有する樹脂材料をフィルム状に成形することにより製造できる。紫外線
吸収フィルム７の厚さは、２５～４００μｍが好ましく、５０～２００μｍがより好まし
い。厚さを２５μｍ以上とすることで、紫外線吸収機能を十分に発揮でき、４００μｍ以
下とすることで、光学フィルタ１の全体の厚みを抑制できる。
【０１０５】
　反射防止層８としては、屈折率の低い無機化合物と屈折率の高い無機化合物とを交互に
積層した積層体や、屈折率の低い無機化合物からなる層、屈折率の低い樹脂からなる層が
挙げられる。屈折率の低い樹脂としては、フッ素樹脂、シリコーン樹脂、フルオロシリコ
ーン樹脂等が挙げられる。屈折率の低い無機化合物としては、二酸化珪素等が挙げられる
。
【０１０６】
　紫外線吸収反射防止フィルム４としては、市販されているものを使用することができ、
例えば日油社製の商品名「ＲＬ１７１０UV」等を用いることができる。
【０１０７】
　このような光学フィルタ１は、例えば以下のようにして製造できる。まず、コントラス
ト向上フィルム２および紫外線吸収反射防止フィルム４を製造するとともに、色素含有粘
着剤層３となる色素含有粘着剤組成物を調製する。そして、紫外線吸収反射防止フィルム
４の画像表示部側となる表面に色素含有粘着剤組成物を塗工し、乾燥させて色素含有粘着
剤層３を形成した後、この色素含有粘着剤層３を利用してコントラスト向上フィルム２に
紫外線吸収反射防止フィルム４を貼り合わせる。このようにして、コントラスト向上フィ
ルム２と紫外線吸収反射防止フィルム４とが色素含有粘着剤層３によって貼り合わされた
光学フィルタ１を製造できる。
【０１０８】
　一般に、光学フィルタは、画像表示部の前面側に配置されるために無彩色が好まれる。
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ＪＩＳ　Ｚ　８７０１－１９９９に従い計算されたＣ光源基準において、無彩色に対応す
る色度座標は、（ｘ，ｙ）＝（０．３１０，０．３１６）であることから、本発明の光学
フィルタ１は、色度座標（ｘ，ｙ）＝（０．３１０±０．１００，０．３１６±０．１０
０）であることが好ましい。光学フィルタ１の色度座標を前記の値にする方法としては、
例えば、粘着剤に含有させる色調補正色素や近赤外線吸収色素の種類および含有量を適宜
選定した上で、その色度に応じて使用するフィルム等の種類を選択する方法が挙げられる
。
【０１０９】
　また、一般に、光学フィルタの視感平均透過率は、２５％以上が好ましく、４５％以上
がより好ましい。本発明の光学フィルタ１の視感平均透過率を４５％以上にする方法とし
ては、例えば、使用するフィルム等として透明性の高いものを選択する方法、粘着剤に含
有させる色調補正色素や近赤外線吸収色素の種類および含有量を適宜選定する方法が挙げ
られる。光学フィルタ１の視感平均透過率は、８０％以下が好ましく、９０％以下がより
好ましく、９５％以下が最も好ましい。なお、透過率が高くなるとコントラストが低下す
ることがあるため、実際には視感平均透過率は２０～７０％が好ましく、３０～６０％が
より好ましい。
【０１１０】
　本発明の画像表示装置は、画像表示部の前面側に本発明の光学フィルタ１を有する。画
像表示装置としては、プラズマパネル表示装置が好適なものとして挙げられ、必ずしもこ
のようなものに限定されず、例えば、陰極線管表示装置、液晶表示装置、電場発光表示装
置等であってもよい。この場合、光学フィルタ１は、画像表示部の前面側に設置すればよ
く、画像表示部から離して設置してもよく、画像表示部に直接貼り付けてもよい。
【０１１１】
　以上、本発明の好ましい実施形態について詳説したが、本発明は上記した実施形態に制
限されることはなく、本発明の範囲を逸脱することなく、上記した実施形態に種々の変形
および置換を加えることができる。
【０１１２】
　例えば、本発明の光学フィルタ１は、コントラスト向上フィルム２を有し、その前面側
に色素含有粘着剤層３が接触して配置されることが、積層数が少なくできるため好ましい
。また、色素含有粘着層３はコントラスト向上フィルム２の前面（人側）に配置されるの
が、見た目がよく、色見もよく（色が引き締まって見える）、ＣＲＦの凸凹感や欠点が目
立たないことから好ましい。
【０１１３】
　コントラスト向上フィルム２と色素含有粘着剤層３とは必ずしも接触している必要はな
い。また、コントラスト向上フィルム２は必ずしも設けられていなくてもよく、ガラス基
板や透明樹脂フィルム等の透明基材の前面側に色素含有粘着剤層３が接触して配置されて
いてもよい。
【０１１４】
　また、紫外線吸収剤を含有する紫外線吸収層としては、紫外線吸収反射防止フィルム４
の紫外線吸収フィルム７が好ましいが、紫外線吸収フィルム７は必ずしも紫外線吸収反射
防止フィルム４に設けられたものである必要はなく、他の機能フィルムに設けられたもの
であってもよく、また必ずしもフィルム状である必要はなく、コーティング法等によって
形成された塗工層であってもよい。
【０１１５】
　さらに、本発明の光学フィルタ１には、必要に応じて、かつ本発明の趣旨に反しない限
度において、コントラスト向上フィルム２や紫外線吸収反射防止フィルム４以外の各種の
支持フィルムや機能フィルム、これらの支持フィルムや機能フィルムを貼り合わせるため
の粘着剤層等を設けることができる。機能フィルムとしては、例えば電磁波遮蔽フィルム
等が挙げられる。本発明の光学フィルタ１は、少なくとも所定の色素含有粘着剤層３とそ
の前面側に配置される所定の紫外線吸収層とを有するものであればよい。
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【実施例】
【０１１６】
　以下、本発明の光学フィルタについて、実施例を参照してより具体的に説明する。
　例１～４は実施例、例５～７は比較例。
【０１１７】
（例１）
　まず、以下に示すようにコントラスト向上フィルム２を製造した。
　透明支持体５として両面易接着処理された厚さ１００μｍの帯状のＰＥＴフィルム（東
洋紡績社製、商品名「Ａ４３００」）を準備し、その上にウレタンアクリレートプレポリ
マーからなる紫外線硬化性プレポリマーおよび光重合開始剤を含む透光性領域形成用組成
物を厚さ８９μｍとなるように塗布した。
【０１１８】
　この塗布層の表面に金属製賦形型ロールを押し当て、暗色部６ｂを形成するための溝部
を刻設しながら背面から紫外線を照射して透光性領域形成用組成物を硬化させて透光性領
域６ａを形成した。なお、溝部は、断面形状を略台形状とし、開口部側の幅を１０μｍ、
底部側の幅を７μｍ、深さを６９μｍとし、５１μｍのピッチで形成した。賦形型ロール
は、溝部に対応する凸部を円周方向に有するものであり、上記した透光性領域形成用組成
物を塗布した帯状のＰＥＴフィルム上でその長手方向に回転させることで溝部を形成でき
る。
【０１１９】
　一方、透明アクリル系の紫外線硬化性プレポリマー１００質量部中に、最小粒径が２μ
ｍかつ最大粒径が３μｍの黒い球状ビーズ状粒子の５０質量部、光重合開始剤として１－
ヒドロキシ－シクロへキシル－フェニル－ケトン（チバスペシャリティケミカルズ社製、
商品名「イルガキュア１８４」）の２質量部を混合して液状の暗色部形成用組成物を調製
した。
【０１２０】
　この暗色部形成用組成物を主として上記した透光性領域６ａ間の溝部に塗工し、ドクタ
ーブレードでワイピングした。ワイピングに際しては、同時に背面から紫外線を照射して
暗色部形成用組成物を硬化させた。なお、ワイピングは、透光性領域６ａの平坦部とドク
ターブレードとの隙間を１．５μｍとして、２回繰り返して行った。これにより、溝部に
暗色部６ｂを形成するとともに、透光性領域６ａの平坦部上には樹脂成分のみを厚さ１．
５μｍで残留させ、上記した紫外線の照射により硬化させて厚さ１μｍの透明保護層を形
成し、コントラスト向上層６を形成し、コントラスト向上フィルム２を製造した。なお、
［樹脂部（暗色部６ｂ、透明保護層中）の屈折率］－［球状ビーズの屈折率］＝－０．０
０３であった。また、暗色部６ｂの表面には、溝部に向かって窪んだような凹部が形成さ
れており、その深さは透明保護層の表面から３μｍであった。
【０１２１】
　次に、上記したコントラスト向上フィルム２を用いて光学フィルタ１を作製した。
　まず、ＭＥＫ（メチルエチルケトン）の６質量部にジチオール錯体系の光安定剤（和光
純薬社製、商品名「ビス（ジブチルジチオカルバミン酸）ニッケルII」）の０．０６５９
質量部、紫外線吸収剤（Ｃｉｂａ社製、商品名「ＴＩＮＵＶＩＮ　４７９」）の１．６９
質量部、色調補正色素としてテトラアザポルフィリン化合物（山田化学社製、商品名「Ｔ
ＡＰ１８」）の０．０１５０質量部を添加し、ミキサーで１０分撹拌して溶解させた。こ
の溶液にアクリル系粘着剤（東洋インキ社製、商品名「ＮＣＫ１０１」、酸価；０ｍｇＫ
ＯＨ／ｇ、Ｔｇ：－２０℃）の３０質量部および架橋剤（日本ポリウレタン社製、商品名
「コロネートＨＬ」）の０．３５質量部を添加し、さらにミキサーで１０分撹拌して溶解
させて色素含有粘着剤組成物を調製した。
【０１２２】
　ＰＥＴフィルムの表面にシリコーン樹脂層を形成したセパレーター上に、上記した色素
含有粘着剤組成物をアプリケーターによって塗布し、１００℃のオーブンで５分乾燥させ
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て厚さ２５μｍの色素含有粘着剤層３を形成した。この色素含有粘着剤層３を有するセパ
レーターを紫外線吸収反射防止フィルム４（日油社製、商品名「ＲＬ１７１０UV」、紫外
線吸収フィルム７の部分の厚さ１００μｍ）にラミネートして色素含有粘着剤層３を有す
る紫外線吸収反射防止フィルム４を得た。その後、セパレーターを剥がし、コントラスト
向上フィルム２のコントラスト向上層６にラミネートして光学フィルタ１を作製した。
【０１２３】
（例２）
　色調補正色素としてのテトラアザポルフィリン化合物を近赤外線吸収色素としてのフタ
ロシアニン化合物（日本触媒社製、商品名「イーエクスカラーＩＲ－１２」）に変更した
以外は、例１と同様にして光学フィルタ１を作製した。
【０１２４】
（例３）
　コントラスト向上フィルム２をＰＥＴフィルムに変更した以外は、例１と同様にして光
学フィルタ１を作製した。すなわち、ＰＥＴフィルム（東洋紡績社製、商品名「Ａ４３０
０」）上に例１と同様の色素含有粘着剤層３を有する紫外線吸収反射防止フィルム４をラ
ミネートして光学フィルタ１を作製した。
【０１２５】
（例４）
　コントラスト向上フィルム２をガラス基板に変更した以外は、例１と同様にして光学フ
ィルタ１を作製した。すなわち、ガラス基板上に例１と同様の色素含有粘着剤層３を有す
る紫外線吸収反射防止フィルム４をラミネートして光学フィルタ１を作製した。
【０１２６】
（例５）
　色素含有粘着剤組成物の調製で紫外線吸収剤（Ｃｉｂａ社製、商品名「ＴＩＮＵＶＩＮ
　４７９」）を含有させなかったこと以外は、例１と同様にして光学フィルタ１を作製し
た。
【０１２７】
（例６）
　紫外線吸収反射防止フィルム４（日油社製、商品名「ＲＬ１７１０UV」）をＰＥＴフィ
ルム（東洋紡績社製、商品名「Ａ４３００」）に変更した以外は、例１と同様にして光学
フィルタ１を作製した。
【０１２８】
（例７）
　色素含有粘着剤組成物の調製でジチオール錯体系の光安定剤（和光純薬社製、商品名「
ビス（ジブチルジチオカルバミン酸）ニッケルII」）を含有させなかったこと以外は、例
１と同様にして光学フィルタ１を作製した。
【０１２９】
　次に、例１～７の光学フィルタ１について、以下に示す方法により、耐熱性、および耐
光性を評価した。結果を表１に示す。
【０１３０】
（耐熱性）
　各光学フィルタ１から２０×２０ｍｍ角の試験片を切り出し、分光光度計（島津製作所
社製、ＳｏｌｉｄＳｐｅｃ－３７００）を用いて３８０～１３００ｎｍの範囲でスペクト
ルを測定し、ＪＩＳ　Ｚ８７０１－１９９９に準じて視感平均透過率Ｔｖ、色度座標（ｘ
、ｙ）を算出した。そして、恒温器（ヤマト社製、商品名「ＤＳ－４４」）を用い、温度
を８０℃に設定して９６時間高温放置後、再びスペクトルを測定し、視感平均透過率Ｔｖ
、色度座標（ｘ、ｙ）を算出し、高温放置前後の変化量（ΔＴｖ、Δｘ、Δｙ）を求めた
。表中、試験前後の変化量がすべて５％未満であるものを「〇」、いずれか１つでも５％
以上１０％未満となるものを「△」、いずれか１つでも１０％以上となるものを「×」で
示した。
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【０１３１】
（耐光性）
　耐熱性の評価と同様にして、視感平均透過率Ｔｖ、色度座標（ｘ、ｙ）を求めた。その
後、耐光性試験機（スガ試験機社製、商品名「キセノンウェザーメーター Ｘ２５」）を
用い、３８０ｎｍ以上の光を１００ＭＪ／ｃｍ２照射後、再び視感平均透過率Ｔｖ、色度
座標（ｘ、ｙ）を求め、照射前後の変化量（ΔＴｖ、Δｘ、Δｙ）を求めた。表中、試験
前後の変化量がすべて５％未満であるものを「〇」、いずれか１つでも５％以上１０％未
満となるものを「△」、いずれか１つでも１０％以上となるものを「×」で示した。
【０１３２】
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【表１】

【０１３３】
　色素含有粘着剤層３に光安定剤および紫外線吸収剤を含有させるとともに、その前面側
に紫外線吸収剤を含有する紫外線吸収層を設けた例１～４の光学フィルタ１によれば、特
に耐光性試験による光学特性の変化が抑制され、耐久性に優れていることが認められる。
一方、色素含有粘着剤層３における光安定剤あるいは紫外線吸収剤、または紫外線吸収剤
を含有する紫外線吸収層のいずれかを欠く例５～７の光学フィルタ１によれば、耐光性試
験による光学特性の変化が大きいことが認められる。
【符号の説明】
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【０１３４】
　１…光学フィルタ、２…コントラスト向上フィルム、３…色素含有粘着剤層、４…紫外
線吸収反射防止フィルム、５…透明支持体、６…コントラスト向上層、６ａ…透光性領域
、６ｂ…暗色部、７…紫外線吸収フィルム（紫外線吸収剤を含有する紫外線吸収層）、８
…反射防止層

【図１】
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